






















































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハへ文学会　1990年／1～11耳，　　　 ． ， 　＿、　　　　　　ぐ　、、、
（2）
（3）小野寛『大伴家持研究』風間書院　1980年／466～470頁　　　　　　　　　　　　∴
（4）小野寛「万葉集「ことば」考（251）」，『コスモス』52－11　コスモス短歌会　2004年／11
　　頁　　　　　　　　　　、　・，。呈・　＿　一　’　＿‘一　＿　，、
（5）吉井巌「万葉集「そがひに」試見」『帝壕山学院大学日本文学研究』12帝塚山学院大学日本
　　文学会　1981年／39頁　　　ま　　　、　　、、、．　　　＾∴　、．、．．㌔　　”、”、
，（6）筆者の地域学的試みとして従来説の再検討を行つたことがある（拙稿「越中時代の大伴家持
　　の歌とその環境」『第18回春日井シンポジウム2010年　「万葉集」に歴史読む』春日井市・
　　春日非市教育委員会・春日井シンポジウム実行委員会．2010年／1～15頁）。
（7）久松潜一監修『契沖全集第六巻　萬葉代匠記六』岩波書店‘1975年／40頁
（8）渡部和雄「筑波嶺に背向に見ゆる葦穂山」『国語国文研究』、54　北海道大学国語国文学会
　　1975年／1～13頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）窪田空穂『萬葉集評稗』第九巻　東京堂出版　1985年新訂再販／52頁
（10）佐竹昭広、山田英雄、工藤力男、大谷雅夫、山崎福之校注，『新日本文学大系3，萬葉集三』
　　岩波書店　2002年／323頁∫
（・・）馬田撒「［そがひにみゆる」敦」r綱山大学学芸学部紀要（人埠学）』・・和歌山大学学
　　芸学部　1960年／56頁　　　t
（12）青木生子、井出至、伊藤博、s清水克彦、橋本四郎校注『新潮日本古典集成　万葉集四』‘新潮
（13）土屋文明『萬葉集私注七』筑摩書房　1970年／307耳　　　　　　，　　　　　　　、、
（14）小島憲之、木下正俊、束野治之校注・訳『新編日本古典文学全集7萬葉集②』小学館
（15）小野寛「「そがひに」考」『論集上代文学』第g冊．笠間書院　1979年／85～117頁。
（16）山田孝雄は「［ソガヒに見ゆ」｛1とは後方に在ることをいへるにして必ずしも質地に見るとい
　　ふ意にあらず」（『萬葉集講義辱巻第三』賓文館1943年／5181頁）とするが、ここでは変
　　幻自在な解釈が可能となる主観論には立ち入らない。
（17）渡部和雄「筑波嶺に背向に見ゆる葦穂山」『国語国文研究』54　北海道大学国語国文学会
　　1975年／8～11頁　　　　　　‘　　　4，．，1，　1，
（18）からて生田耕一力ぶ「そがひ」を「すちかへ」と解いた（生田耕二『萬葉集難語何訓孜』春
　　陽堂　1933年／21～26頁）。その実体がここに存る。生田説に依拠して今日、「斜め後方」
一131一
　　とする説があるのは言うまでもない。∵　マ∀＼．∴，∴、∵∴・∵∵　　＿
（19）主要遺跡ば・茨城県史編纂会『茨城県史料〒考古資料編　奈良。’平琴時代』茨城県・4995
　　年／巻末資料「奈良∴平安時代主要遺跡分布図」．によった。　，．　、　　、　　　”　　，
（20）阿部義平編『国立歴史民俗博物館研究報告第129集　茨城県常総市国生本屋敷遺跡発掘調査
　　報告書』（財）歴史民俗博物館振興会　2006年／巻頭図版1－2
（21）河野辰男、春日綱男、玉井輝男、滝坂滋、赤井博之、酒井弘志『下野野方台遺跡』・『同，（写
　　真図版編）』下栗野方台遺跡発掘調i査会・千代村教育委員会　1993年
（22）川井正一「74野方台遺跡」『茨城県史料＝考古資料編　奈良・平安時代』茨城県　1995年／
　　169～171頁
（23）松村明監修『大辞泉』小学館　1995年／1555頁　　．
（24）小島憲之・木下正俊・東野治之校注ご訳『新編日本古典文学全集7萬葉集②』小学館，
　2006年／276頁（25）古橋信孝r万瓢の成立』講談社学術文庫、993年／、6、二i8這＼’・｝；哨∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　モ　　　メ（26）小島憲之、木下正俊、凍野治之校注・訳『新編日本古典文学全集7楡萬葉集②』び小学館’
　2006年／277頁頭注　　　㍉一　，，　　．．　　．　　　　∵，：，＼∵　　　　1＿∵
（29）福井久藏『枕詞の研究と稗義』不二書房，1927年／207頁　　、　　　　　　，
（30）窪田空穂『萬葉集評繹』第五巻　東京堂出版　1984年新訂再販／275頁　「，．lr，．　∵
（31）山崎阜幸『万葉歌人の研i究』風間書房、1980年イ257，頁　∴　　、、　，、　、1，　（，，
（32）溝上貴信「萬葉集「そがひ」、に関ずるト考察」『山口国文』13号　山向大学人支学部国語国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　文学会1990年／9頁＿←，、．　　、∴∴。，、，∵　、　．．　　＿＿
（33）小島憲之・木下正俊・，卑野治之校注’訳、『新編日本古典文学全集7・萬葉集②』小学館1
（35）山田俊雄ほか編『角川大字源』角川書店　1992年／1732頁　　　　　’　’”　　、
（36）白川静『字通』．平凡社　1997年／1412頁ほか　　＿　　　．　　　．　、1，　　　、，，、1｝；。
（37）諸橋轍次’w大漢和鮮典’巻十』大修館書店　1980年版／1077頁．
（38）山田俊雄ほか編『角川大字源』角川書店　1992年／210頁．
（39）久松潜一監修『契沖全集第三巻　萬葉代匠記三』岩波書店　1974年／550頁　　　　、
（49）窪田空穂，『萬葉集評鐸』第五巻　東京堂出版　1984年新訂再販／275頁　、　　　　　、；1
（41）毛利正守「一三番「高山波雲根火雄男志」の解釈をめぐつて」『美夫君志』第34号　美夫君
　　志會　1987年／37～47頁
（42）大貫茂『萬葉植物事典』クレオ　2005年／60頁．　　、＿　　、　、、，、，　　“，　1∴、
（43）鈴木貞雄「マダケ∫『日本大百科全書22』小学館　1988年／7頁　　　二　∵　　　、
（44）鈴木貞雄「ハチク」『日本大百科全書18』小学館　1987年／780頁
（45）鈴木貞雄「モウソウヂク」『日本大百科全書22』♪小学館　1988年／823頁
（46）室伏信助訳注『新版　竹取物語』（角川ソフィア文庫）、、角川学芸出版　2010年／164頁
（47）小島憲之、木下正俊、東野治之校注∴訳『新編日本古典文学全集8．萬葉集③』小学館
　　1999年／518頁
（48）稲垣富夫『草本万葉百首』右文書院‘1985年／157頁
（49）北村四郎・村田源・小山鐡夫、『原色日本植物図鑑（下）』保育社・1964年／254～301頁、，
（与0）木村陽二郎『図説草木名彙辞典』柏書房　19♀1年／350頁　　　　　、、　　　　　　、’
（51）ヤマスゲをTユリ科ジヤノビゲ属のジヤノヒゲ」とする説がある。牧野窟太郎博士が『植物
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　ママ　むカ　誌』の中で、「麦門冬はリュウノヒゲー名ジャノヒゲ、，古名ヤマスゲの専用名である」と記
　　しているという’（大貫茂『萬葉植物事典』クレオ　2005年／111頁）。ただし、古名が万葉
　　時代からのものであるかの検証が必要であろう。地域によって古い時代の植物名の錯誤借称
　例は多い。ユリ科の“やぶらん”に比定する説もある（小清水卓二『萬葉植物　爲眞と解説』
　　1942年三省堂／159頁）。筆者は、万葉時代の生活材として人々とどのように関わってい
　　たかが重要と考える。この点、万葉集巻4・619、巻11・2819は菅笠の素材としてのスゲを
　詠んでいる。ユリ科が生活材として用いられている事例を管見の限り知らないが、菅笠の素
　材となっているのはカヤツリグサ科スゲ属のカサスゲとキンキカサスゲである（大貫茂『萬
　葉植物事典』クレオ　2005年／57頁）。ヤマスゲという名称自体、ヤマ＋スゲの合成語と
　　して成っていると思われる。従って、ここではユリ科の植物説はとらない。
（52）小島憲i之、木下正俊、東野治之校注・訳『新編日本古典文学全集8萬葉集③』小学館
　　1999年／518頁
（53）青木生子、井出至、伊藤博、清水克彦、橋本四郎校注『新潮日本古典集成　万葉集四』新潮
（54）小島憲之、木下正俊、佐竹昭広校注・訳『日本古典文学全集　萬葉集三』小学館　1973年
　　／505頁
（55）高木市之助、五味智英、大野晋『日本古典文学大系6　萬葉集三』岩波書店　1985年／457
　　頁
（56）多田一臣『万葉集全解5』筑摩書房　2009年／425頁
（57）日和祐樹『福岡町の菅と菅笠』福岡町菅振興対策協議会教育部会　2002年／16～17頁
（58）溝上貴信「萬葉集「そがひ」に関する一考察」『山口国文』13号　山口大学人文学部国語国
　　文学会　1990年／1～11頁
（59）小島憲之、木下正俊、東野治之校注・訳『新編日本古典文学全集7萬葉集②』小学館
　　2006年／71頁
（60）中村宗彦は、巻7・1412と巻14・3577の「両歌は、「いつち行かめ」と安心して、共寝しなかっ
　　たこと、その機会を失したことを悔やんでいると見るべきで、「背を向けた」ことへの悔恨
　　ではなかろう。「いつち行かめ」には無事の毎日に狗れ、その人に頼り切っていた語感がある」
　　と説く（中村宗彦〈「越中立山縁起」・「そがひに見ゆる」考〉『天理大学学報』160　天理大
　　学学術研究会　1989年／15～16頁）。訳意に関して筆者の理解に近い。
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